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濃音化字音素の分類と特徴

車： 美愛

現代韓国語における鳴音後濃音化1）に関する調査の結果およびその分析は、車

（1996a、1996b、1997、1998、1999、2000）において述べた通りである。こ

うした結果や分析が鳴音後濃黒化の記述にどのような貢献をするかを検討して

みよう。

　稿者の調査の結果明らかになった多少なりとも一般的な事実を列挙してみる

と次の通りである。

（1）a．鳴音後難音化には語構造が関係する。

　　b．　（濃音化）字音素は、意味と形式の両面を持つ実体である。

　　c．古い伝統的な語ほど鳴音後濃音化の例外になりやすい。

　　d，生産性の高い濃音化字音素ほど那覇化分布の唾罵牲が高い。

　　e．／人／で始まる濃音化字音素は規則性が低い。

　　f．字音素のあるものは固有語化して、固有語の原則にしたがって

　　　　濃焼化を生じると考えられるものがある。

このうち（1a）は、明らかに鳴音後濃音化規則の精密化に貢献する事実である。

稿者が知るかぎり、従来の記述で語構造の観点を考慮に入れたものはないようで

ある。語構造に関する情報は鳴音後濃音化の定式化に組み込み得る情報である。

形式的には様々な方法があるだろうが、どの方法を採るにせよ、稿者が示したよ

うに濃音化字音素を翻llして2）、それぞれの類毎に下位規則を定式化し、鳴音後

濃音化をそれらの下位規則の集合として記述すればよいだろう。そうすることに
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よって、鳴音後濃音義の例外がかなり減少することは明らかである。確かに、そ

のように規則を精密化しても車（1996b、1997、1998、1999、2000）において

すでに述べたように依然として例外は残る。従来から考えられているように、鳴

音芸濃音化は本質的に例外を持つ規則であり、規則の精密化によってすべての事

例を処理することはできない。どうしても、単純に辞翻的に処理するより仕方が

ない例外は残る。その点では、従来の記述も盛者の記述も変るところがない。し

かし、問題は、従来の記述は定式北があまりにも単純すぎるため、規則性を持つ

と考えられる例まで例外としてしまっている点である。

　車（1996b、1997、1998、1999、2㎜）において稿者は、単純語構成か複合

語構成かという観点から濃音化の分布を調査し、濃音画字音素の分類を行なった

のであるが、これに対して、語を構成する文面数に着目し二文字漢字語と三文字

以上の漢字語とに分けて記述するという方法も考えられる。実際、そのどちらの

方法を採っても規則性の程度の点では大差はないようである。これら二つの区分

はほとんど重なり合い、若干の二文字語が複合語の中に含まれる点においてのみ

食い違うに過ぎないからである。しかしながら、鳴音後面音化の機能的解釈とい

う面から見ると、これら二つの区分法が主張するところは大きく異なる。つまり、

訳者のこの方法によれば、鳴音後濃油化は語構成あるいはそれに基づく意味関係

に動機づけられていることが暗示されている。一方、構成文歯数に着目して規則

を立てるならば、それは、濃州化になにか文字数と関係のある現象、例えば口調

とかリズムとかいったことに動機づけられた過程であることを意味することに

なる。鳴音品濃音化の歴史的発達の過程や共時的な機能については、断定的なこ

とは何も言えないけれども、稿者には前者の解釈の方が妥当のように思われる。

　　（1b）は高音化字音素の認定にかかわる問題である。宇音素を形態素と同

様に意味と形態の両面を持つ実体であると定義すれば3）、同じ漢字表記が与えら

れる要素であっても、意味が異なれば別個の字音素として扱うことができる。濃

二化字音素を意味的に限定して濃音化の分布を記述することによってやはり例

外が大幅に減少されることになる。したがって、この点においても稿者の方法が
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鳴音後払感化の記述に対して積極的な貢献をなし得るものと考えられる。二二二

字音素の意味的限定というのは非常に基本的な要件であるにもかかわらず、従来

の記述にはまったく欠けていたか、あるいは少なくとも明示的にも示されていな

かった。

　　（1a、　b）が鳴音後議音化の記述を精密化する上で実質的に貢献し得る事実

であるのに対して、（1c、　d、　e）は単に鳴音二二二化の山田1牲に関する一般

的傾向を示すものであるに過ぎず、規則の定式化に反映できる事実ではない。音

韻過程を記述するという作業を規則の形での定式化だけに限定するならば、この

種の事実はなんの意味も持たない。しかし、鳴音後濃音字の理解にとって必要な

事実は、こうした限定された意味での記述だけではない。鳴音後濃音化の例外の

多くが一定の特徴付けを持つことを指摘することは、一見混沌として見える状況

に一種の秩序を与えることになる。広い意味においては、それもまたこの過程の

記述の一部と見なすことができよう。

　　（1c、　d）のような傾向がなぜ生じるかを推測することはそれほど難しいこ

とではない。規則は、できるだけその適用機会を多くし例外を少なくして門般規

則性を高めようとする性質を持っている。「方、個々の言語要素はその個別姓を

保持しようとする性質を内在させている。鳴音後逸音化はこのような二つの相反

する力関係の中で変遷してきたと考えられる。規則が適用機会を増すのは類推の

作用によると考えられるのであるが、その類推作用が働く過程は二つある。一つ

は言語習得の過程であり、いま一つは新語の形成過程である。言語習得の過程で

いくつかの例の共通性が規則という形で認識されると、その後に習得する例は類

推作用によりその規則の適用領域の中に組み込まれていく。言語習得の過程で使

用機会、遭遇機会の多い語や、またそのような語と語彙心的に類似した語はこの

類推作用を受けやすく、かりに例外的な状況があったとしても平均化、規興牝さ

れやすい。ところが、言語習得の過程でほとんど遭遇機会のない語や、あるいは

特殊な語彙類に属すると見られる語は、類推作用を受けないか、あるいは受けて

もそれに抵抗して個別性を保持し平均化を拒む力が強い。古い伝統的な語4）は、
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まさにそのような類の語であり、（1c）の傾向が生ずるのはそのためである。

もちろん、これはなぜ例外が生じるかの説明にはならない。しかしながら、何ら

かの理由で例外的な状況が存在する場合、なぜそれが保持されるかの説明として

は充分である。一方、新語形成の過程で類推作用が働くことは容易に理解できよ

う。既存のパタンに基づいて新語が形成される場合、そのパタンに「般的に見ら

れる特徴が新語にも引き継がれるのは言語普遍的な現象であると考えてもいい

だろう。そのパタンの生産性が高ければ5）高いほど類推作用が働く機会が多く、

その「般的特徴は強化されやすく例外があっても平均化・規則化されてしまい

やすい。生産性が高く「開かれた類」6）を形成するような濃音化字音素が濃音化

に関して規則性が高いのはこのためである。

　　（1e）の傾向についてはすでに車（1999）の補【税】7）の項で述べた。音

韻的分布の観点からの傾向としては、その他に車（1997）で述べた今【数】8）

と車（1999）で述べた磐1床】9）の項で、先行語が母音で終わる場合には鳴音

後濃音化が生じにくいという傾向が見られることを指摘した。しかし、これはこ

れらの二二二字音素に限ってみられるに過ぎず、一般的な傾向とは言いがたい。

　二二二字音素を初声の種類別に分けてみると次のとおりである。

（2）a，／「／で始まるもの11個

　　　　フト償、三間、石件、靖格、叫課、叫科、

　　　　遭檬、週券、週圏、骨級、71氣

　　b．／亡／で始まるもの1個

　　　　叫宅

　　c．／日／で始まるもの3個

　　　　二二、盟法、電病

　　d．／入／で始まるもの4個

　　　　二二、層性、矧税、記数

　　e．／ス／で始まるもの9個
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二字、を状、を帳、親的、二二、

至正、調罪、号症、奢謹

　（2）によると、かなり片寄りがあるように見える。しかしながら、／じ／や

／潤／で始まる漢字は元々数が少なく、しかも複合語形成成分に限ってみると

さらに比率は低いようである。／人／で始まる宇音素はかなり多いけれども

　（1e）の理由で三音二字音素となるものが少ないのではないかと思われる。

したがって、初声の種類別に見た片寄りは見かけ上のものに過ぎないと考えら

れる。

　車（1996b、1997、1998、1999、2000）では、鳴音後濃音化を純粋に共時的

な立場から記述した。稿者にはその歴史的背景や発展の過程についての知識はま

ったくなく、したがってこれについては何も述べなかった。実際、漢字語におけ

る濃音化の発展過稔つまりそれがどのように、なぜ始まったか、またどうして

特定の字音素に限って生じることになったかについては、確かなことはあまり分

っていないようである。例えば、呉貞蘭（1988）は、濃音の史的発達に関する詳

細な研究であるが、漢字語の法音化については次のように簡単に述べているに過

ぎない。　（p．202）。

　聾ス回潮。団層音鞭号（月7樋｝ス｝暑醤司揖ス國川州

音叫入1ヲ1ヒ：叫有6胴号唱音畠辛～益喫二二揖二二釜山号三

富誹聾自生的コ呈琶明記遇な£呈見回瞬，

（漢字語のこのような三音化（＝三音化）は、国語が漢字を受容し

自己の中に融和させる過程において、国語の音韻構造および心理

的諸条件などの影響で自生的に固まった現象と思われる。）

しかしながら、車（1996b、1997、1998、1999、2㎜）の共時的調査結果から

鳴音後濃音化の発達過程についておよそそのことを推測できるように思われる。
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（1f）に述べたように、ある種の字音素は固有語要素的な性質を持っており1①、

固有語における濃音化を支配する原理、つまり「嵌入のs」にかかわる原理に基

づいて濃音化を生じていると見られる。車（1996b）の冒頭に述べたように鳴音

後濃二化はこれとは異なる原理に基づいていると考えられるため、この種の字音

素は、鳴音後高訓化の、　・言’の中核とは見なし得ず、固有語としてあるいは

それに準ずるものとして扱うべきものである。

しかしながら、鳴音後濃音化の史的発達過程の観点から見ると、この種の語が発

端ではなかったかと推測される。つまり、まず固有語の複合語の境界現象として

の濃高温の類推で、同じ原理が適用される限りにおいて、字音素を第二要素とす

る複合語にも濃音化が生じた。疑似濃音化字音素として挙げたもののうち、いく

つかの字音素がこの状況を示している。それらの字音素がこの端緒的状況のまま

に留まっているのは、造語成分としての生産性を欠いていたためである。濃音化

字音素のうち君燗】1Dや唐　【房】12）については、固有語的な性格が見られ

ることをすでに指摘したが、それ以外の字音素についても固有語の原理で説明で

きる濃霊化例が数多く含まれていることに注目されたい。

　次いで、字音素には漢字要素であるという特異性があるため、多少なりとも生

産性のある字音素において、言わば、字音素としての一人歩きが始まり、固有語

の原理から外れた複合語においても無音化を生じるようになった。つまり、皿類

の山高化字音素の段階である。一部の濃音虚字音素では、さらに類推による適用

機会の拡大が進んで、複合語ばかりではなく単純語においても漏話化し、1類の

濃音二字音素となった。この間、常に類推作用と同一性の保持の力とがぶつかり

合い「ゆれ」を生じながら現在にいたっているのではないかと考えられる。これ

はもちろん史的証拠の裏付けをかく大胆な推測に過ぎないけれども、鳴音後涙滴

化の共時的分布状況を統一的に解釈できるように思われるのである。
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注）

1）車（1996b）を参照。

2）1類一構造の如何にかかわらず濃赤化を生じる字音素（14個）

　　　　フ｝慣、君間、迅件、瑚格、叫科、週檀、週券、

　　　　週圏、唱法、牛数、叫字、碧鮎、誉症、蕎識

　H類・・独立の語と結合する場合にのみ雨音化する字音素（13個）

　　　　斗課、音級、71氣、喫宅、な房、囎病、な床、

　　　　層性、魂税、を状、を帳、蚤調、斜罪

　m類・・独立の語と結合する場合には濃音化せず、それ以外の場合に

　　　　濃音痴を生じる字音素（1個）

　　　　肉的
　疑似濃音化字音素・・平音・濃音の交替を生じる字音素であるが、濃音化例

　　　　が少ない字音素（10個）

　　　　叫果、瑚卦、子句、湖櫃、薯毒、層面、磐然、

　　　　社蓋、看木蔵、禰勢

3）例えば、君【間】（1996b）、を【帳1（1999）、週【券】（1996b）、

　キ1数】（1997）などの項を参照。

4）例えば、フH便1（1996b）、斗【科】（1996b）、週【券】（1996b）

　などの項を参照、

5）例えば、唱1法】（1997）、誉1症】（1997）、碧1鮎】（1997）

　などの項を参照。

6）車（1996回目を参照。

7）車（1999）のpage6～7には次のように記述していている。

　　矧【税】がなぜこのような顕著な不規貝1牲を持つか、その理由に

　　ついては推測の域を出ないが、補【税】が／入／を初声とする

　　ためではないかと考えられる。／入／以外の平音の場合、鳴音
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　　後二面化の環境において心音化しなければ必ず有声化する。

　　ところが、／入／の場合は音声的にも有声音はないので、濃音

　　化しなければ［s］のままである。

　　　つまり、音声的に見た場合、／入／では濃音化音と非濃音化音

　　とが［±緊張音性］という一つの素性だけで区別されるのに対して、

　　／「，じ，日，ス／では［±緊張音性］と［±有声音性］という二つの

　　素性で区別される。したがって、単純に音声的な観点からすれば、

　　／入／においては濃音化音と非濃音化音との距離が他の平音に

　　おけるよりも近いことになる。この遡・が聴覚的な鴎llのしにく

　　さとして現れているのではないかと考えられるのである。

　　／入／を初声とする濃音化字音素には、刈【税】の他にな【床】、

　　層【性1、牛【歎】がある。　（以下省略）

8）車（1997）を参照。

9）車（1999）を参照。

10）例えば、を【帳】（1999）、射【房1（1998）などの項を参照。

11）車（1996b）を参照。

12）車：（1998）を参照。
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